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編
集
後
記 

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。登
下

校
時
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
、ま
た
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

さ
て
、国
会
で
は
七
月
二
十
一

日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、四
十

日
間
の
熱
い
熱
い
選
挙
戦
が
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の

総
選
挙
は
、歴
史
的
な
政
権
選

択
選
挙
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
政
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
掲
げ
、国
民
に
約
束
を
し
、八

月
三
十
日
に
、こ
の
四
年
間
の
自

公
政
権
に
国
民
が
審
判
を
下
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
、国
民
と
し
て
の
投
票

は
終
え
ま
し
た
が
、二
か
月
後
の

十
一
月
に
は
五
條
市
民
と
し
て
、

「
五
條
市
の
未
来
を
決
め
る
」
、

こ
れ
も
大
変
大
事
な
五
條
市
議

会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。 

議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
す
が
、市
民
は
、
四
年
に
一
度

行
わ
れ
る
選
挙
で
市
議
会
議
員

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
わ
け
で
す
。

議
員
は
、 

・
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

　
せ
て
い
る
か 

・
行
政
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

　
て
い
る
か 

議
員
の
任
期
は
、あ
と
残
す
と

こ
ろ
三
か
月
足
ら
ず
と
な
り
ま

し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
を
聞
く
に
つ
け
、将
来
こ
の
子

ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
五
條
市
に

す
る
た
め
、任
期
い
っ
ぱ
い
議
員

活
動
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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委
員
会
で
は
、本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
ま
す
。審
査
の
経
過

と
結
果
を
委
員
長
が
本
会
議
で
報
告
し
、議
員
全
員
で
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

付
託
議
案
の
審
査
（
委
員
長
報
告
） 

      

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
■

◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
十
津
川
村
か
ら

の
常
備
消
防
の
一
部
事
務
受
託

に
伴
い
、
消
防
事
務
部
局
の
職

員
定
数
を
六
十
九
人
か
ら
百
人

に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

委
員
か
ら
は
、
十
津
川
村
と
の

協
定
内
容
に
つ
い
て
多
く
の
質

疑
が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
後
、「
本

案
は
慎
重
審
査
を
期
す
る
た
め
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
べ

き
」
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、採

決
の
結
果
可
否
同
数
と
な
り
、委

員
長
裁
決
に
よ
り
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。 

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
で
西

吉
野
町
唐
戸
辺
地
及
び
茄
子
原

辺
地
に
携
帯
電
話
の
基
地
局
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。 

◎
平
成
二
十
一
年
度
五
條
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）に

つ
い
て
は
、
災
害
対
策
用
備
品
、

消
防
庁
舎
建
設
事
業
費
の
測
量

業
務
委
託
、
旧
前
防
邸
蔵
改
修

事
業
等
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
審
査
終
了
後
、
消
防

庁
舎
建
設
事
業
費
の
委
託
料
四

百
万
円
を
ゼ
ロ
修
正
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
で
は
、

全
員
起
立
に
よ
り
修
正
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

      

■
建
設
経
済
常
任
委
員
会
■ 

◎
５
万
人
の
森
公
園
、
上
野
公

園
及
び
阿
田
峯
公
園
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

本
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
、

そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
と
し
て
、
５
万
人

の
森
公
園
は
ア
ス
カ
美
装
株
式

会
社
、
上
野
公
園
は
株
式
会
社

エ
ス
プ
リ
及
び
阿
田
峯
公
園
は

社
会
福
祉
法
人
三
寿
福
祉
会
に

そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
市
道
路
線
の
認
定
は
、
県
道

下
市
宗
桧
線
移
管
に
伴
う
市
道

尼
ヶ
生
一
号
線
、
県
農
道
移
管

に
伴
う
市
道
西
吉
野
滝
二
号
線

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。
ま
た
、
県
道
下

市
宗
桧
線
移
管
に
伴
う
市
道
十

日
市
西
山
線
の
起
点
に
つ
い
て
、

全
員
一
致
を
も
っ
て
変
更
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
五
條
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
一
号
）は
、全
員
一

致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。 

 

■
議
会
改
革
特
別
委
員
会
■ 

（
中
間
報
告
） 

六
月
定
例
会
に
中
間
報
告
が

で
き
る
よ
う
、
付
託
さ
れ
た
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
集
中
し
て
協
議

す
る
た
め
、
当
面
、
当
委
員
会

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
を

協
議
し
た
結
果
、
ま
ず
は
次
の

五
項
目
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

           

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
協
議

し
た
結
果
、
一
、
二
に
つ
い
て

は
当
委
員
会
か
ら
条
例
改
正
案

を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

（
内
容
は
同
ペ
ー
ジ
に
再
掲
） 

三
に
つ
い
て
は
、
今
年
四
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
公
開
す
る
こ

と
と
し
、上
半
期
分
に
つ
い
て
は
、

書
類
整
理
が
で
き
次
第
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
。 

四
に
つ
い
て
は
、改
選
後
、三

月
定
例
会
ま
で
に
開
催
す
る
。 

五
に
つ
い
て
は
、金
額
は
下
げ

る
方
向
で
前
向
き
に
考
え
る
が
、

具
体
的
な
金
額
に
つ
い
て
は
議

員
全
員
協
議
会
で
全
議
員
の
意

見
を
聞
き
、
更
に
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
五
月
二

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
議
員
全

員
協
議
会
で
議
員
か
ら
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
及
び
議

員
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。 

   

六
月
議
会
で
は
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
で
協
議
さ
れ
て
い

た
五
項
目
か
ら
、
二
件
の
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。 

一
つ
は
、
議
員
が
都
市
計
画

審
議
会
や
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
な
ど
の
審
議
会
や
協
議

会
の
委
員
を
兼
務
し
て
い
る
際

に
支
給
さ
れ
て
い
た
報
酬
の
重

複
支
給
を
禁
止
す
る
条
例
改
正

案
で
す
。 

も
う
一
つ
は
、
市
長
、
副
市

長
及
び
教
育
長
と
同
様
に
議
員

に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
た
、
出
張
の
際
に 

   鉄
道
を
利
用
し
た
と
き
の
特
別

車
両
料
金
（
グ
リ
ー
ン
料
金
）
、

船
舶
を
利
用
し
た
と
き
の
寝
台

料
金
及
び
特
別
船
室
料
金
を
議

員
に
は
支
給
し
な
い
と
す
る
条

例
改
正
案
で
す
。 

議
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
内

規
で
グ
リ
ー
ン
料
金
を
支
給
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
議

会
の
自
治
」
を
強
く
認
識
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
際
、

条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

二
件
の
改
正
さ
れ
た
条
例
は
、

七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。 

議
員
が
審
議
会
・
協
議
会
の
委
員
を
兼
務
す
る
際
の 

報
酬
と
出
張
の
際
の
グ
リ
ー
ン
料
金
な
ど
の
支
給
を
禁
止 

1 
 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 

議員が審議会や協議会の委員を兼
務している際の、報酬の重複支給
を禁止すること 

特別車両料金（新幹線等のグリー
ン料金）の支給を禁止すること 

議長交際費をインターネットで公
開すること 

全議員を対象とした研修会を開催
すること 

議員報酬 

今年も市民プールが開園され、大勢の子どもたちが楽し
そうに水しぶきを上げていました。 
当初、市長は「今年は市民プールを休止する」としてい
ましたが、議会は「子どもたちのためにも市民プールは開
園するべき」として、総務文教常任委員会でも付帯決議を
提出した結果、市当局も予算計上し、開園しました。 


